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祝

坂
戸
橋

国
重
要
文
化
財
指
定
見
込
み
！

所
在
地
：
上
伊
那
郡
中
川
村

所
有
者
：
長
野
県

橋
　
長
：
77・９
メ
ー
ト
ル

幅
　
員
：
６・０
メ
ー
ト
ル

支
　
間
：
70・０
メ
ー
ト
ル

構
　
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
単
ア
ー
チ

ア
ー
チ
の
高
さ
：
11・７
メ
ー
ト
ル

　
国
の
文
化
審
議
会
（
佐
藤
信
会
長
）
は
、令
和
２
年
10
月
16
日
、

「
坂
戸
橋
」
を
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
、
文
部
科
学

省
に
答
申
を
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
官
報
告

示
を
経
て
、
坂
戸
橋
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
重
要
文
化
財
へ
の
指
定
理
由
は
、
橋
の
長
さ
が
約
78
メ
ー
ト

ル
の
大
規
模
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
ア
ー
チ
橋
で
、
70

メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
支
間
長（
ア
ー
チ
の
長
さ
）が
あ
る
も
の

は
、
現
存
す
る
戦
前
期
の
道
路
橋
で
は
国
内
最
大
で
、
昭
和
前

期
に
お
け
る
日
本
の
技
術
力
の
高
さ
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
建

造
物
で
あ
る
こ
と
、
部
材
の
接
合
部
を
曲
面
状
に
滑
ら
か
に
仕

上
げ
、
細
部
に
わ
た
り
美
観
に
も
配
慮
し
た
丁
寧
な
施
工
で
あ

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
簡
素
で
美
し
い
橋
は
、
周
辺
景
色

と
も
非
常
に
よ
く
合
い
、
春
に
は
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、地
元
住
民
か
ら
も
親
し
ま
れ
て
い
る
点
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　　
村
と
教
育
委
員
会
で
は
、
坂
戸
橋
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受

け
、
今
後
認
定
証
の
受
賞
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、

来
年
度
は
、
坂
戸
橋
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く

方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
坂
戸
橋
は
老
朽
化
に
よ
り
損
傷
を
し
て
い
る
箇
所
が

あ
り
、
２
ト
ン
以
上
の
自
動
車
は
通
行
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
度
に
は
、
県
に
よ
る
修
繕
工
事
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
１
日
か
ら
７
日
は

　
　
文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す
。

　
村
に
は
、
重
要
文
化
財
と
な
る
坂
戸
橋
の
ほ
か
、
県
指
定
の

文
化
財
が
３
点
、
村
指
定
の
文
化
財
が
18
点
、
そ
の
他
の
文
化

財
が
多
数
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
現
在
の
私
た
ち

の
生
活
の
礎
と
な
る
大
切
な
歴
史
的
財
産
で
す
。
教
育
委
員
会

に
は
、「
中
川
村
の
文
化
財
五
十
選
」
と
い
う
冊
子
も
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
周
り
に
あ
る
文
化
財
を
も
う
一
度
見
直
し
、
村
の

文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
、
村
の
財
産

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守
り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
江
戸
時
代
の
坂
戸
は
、
絶
壁
の
地
で
渡
し
舟
も
橋
も
な
い
、
両
岸
が

切
り
立
っ
た
断
崖
で
し
た
。
そ
の
後
、
両
岸
の
地
主
の
縁
組
み
を
機
会

に
渡
船
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
入
る
と
、
冬
場
に
は
仮
設
の
土
橋
が
架
け
ら
れ
、
明
治

37
年
に
は
吊
り
橋
に
な
り
ま
し
た
。
大
正
時
代
に
は
、
地
元
民
に
限
り

無
賃
の
橋
と
な
り
、
そ
の
後
、
村
で
買
い
上
げ
、
郡
へ
提
供
し
、
お
金

の
い
ら
な
い
橋
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
時
代
に
は
、
地
元
県
議
会
議
員
の
協
力
を
受
け
、
県
へ
新
し
い

橋
の
架
設
を
請
願
し
、
昭
和
７
年
に
県
の
直
営
事
業
と
し
て
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
坂
戸
橋
の
完
成
は
、
南
向
地
区
の
住
民
に
と
っ
て
は
待
ち
わ
び
た
も

の
で
あ
り
、
南
向
と
片
桐
を
結
ぶ
橋
の
完
成
に
、
し
ゅ
ん
工
式
に
は
当

時
１
万
人
を
越
え
る
住
民
が
集
ま
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
坂
戸
橋
は
、
戦
時
中
の
出
征
兵
士
を
見
送
る
最
後
の
場
所

と
な
り
、
ま
た
帰
還
す
る
兵
士
や
、
戦
死
し
た
兵
士
の
遺
骨
の
迎
え
の

場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
８
年
完
成
の
坂
戸
橋
に
は
当
時
、
橋
の
た
も
と
に
料
理
屋
や
大

福
餅
屋
が
あ
り
、
春
に
は
桜
や
ツ
ツ
ジ
、
夏
に
は
子
ど
も
た
ち
の
水
遊

び
の
場
と
し
て
地
元
住
民
に
も
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
右
岸
に
坂

戸
公
園
が
整
備
さ
れ
、
桜
の
時
期
に
は
今
も
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

国宝
228件291棟
うち県内は10件

登録有形文化財　12,443件
うち県内は534件

都道府県指定文化財

市町村指定文化財

指定以外の文化財

重要文化財　
2,523件　2,541棟
うち、県内は180件

有形文化財
（人類の文化的活動によって生み出された、有形の文化的財産全般）

今
回
、坂
戸
橋
は
こ
こ
に

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
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令
和
３
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
個
人
住
民
税
の
主
な
改
正
に
つ
い
て

く
ら
し
と
税
金

■
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

１
、
給
与
所
得
控
除
額
が
一
律
10
万

円
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

２
、
給
与
収
入
が
８
５
０
万
円
を

超
え
る
場
合
の
控
除
額
が
、

２
２
０
万
円
か
ら
１
９
５
万
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

給与所得速算表

給与等の収入金額（Ａ） 給与所得金額【改正後】

〜1,625,000円（Ａ）−550,000円

1,625,000円〜1,799,999円（Ａ）×60％＋100,000円

1,800,000円〜3,599,999円（Ａ）×70％−80,000円

3,600,000円〜6,599,999円（Ａ）×80％−440,000円

6,600,000円〜8,499,999円（Ａ）×90％−1,100,000円

8,500,000円〜 （Ａ）−1,950,000円

■
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し

１
、
公
的
年
金
等
控
除
額
が
一
律
10
万
円
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

２
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
１
，０
０
０
万
円
以
上
の
場
合
の
控

除
額
は
１
９
５
・
５
万
円
が
上
限
で
す
。

公的年金等雑所得速算表（公的年金以外の合計所得金額が1,000万円以下の場合）

65
歳
未
満

（
昭
和
31
年
１
月
２
日
生
以
後
）

公的年金等の収入金額（Ａ） 年金所得金額【改正後】

〜1,299,999円 （Ａ）−600,000円

1,300,000円〜4,099,999円 （Ａ）×75％−275,000円

4,100,000円〜7,699,999円 （Ａ）×85％−685,000円

7,700,000円〜9,999,999円 （Ａ）×95％−1,455,000円

10,000,000円〜 （Ａ）−1,955,000円

65
歳
以
上

（
昭
和
31
年
１
月
１
日
生
以
前
）

公的年金等の収入金額（Ａ） 年金所得金額【改正後】

〜3,299,999円 （Ａ）−1,100,000円

3,300,000円〜4,099,999円 （Ａ）×75％−275,000円

4,100,000円〜7,699,999円 （Ａ）×85％−685,000円

7,700,000円〜9,999,999円 （Ａ）×95％−1,455,000円

10,000,000円〜 （Ａ）−1,955,000円

※公的年金等以外の合計所得金額が1,000万円を超え2,000万円以下の場
合は10万円、2,000万円を超える場合は20万円、見直し後の控除額か
ら引き下げられます。

■
基
礎
控
除
の
見
直
し

１
、
基
礎
控
除
額
が
10
万
円
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

合計所得金額
控除額　【改正後】

所得税 住民税

2,400万円以下 480,000円 430,000円

2,400万円超2,450万円以下 320,000円 290,000円

2,450万円超2,500万円以下 160,000円 150,000円

2,500万円超 0　 0　

■
所
得
金
額
調
整
控
除
の
創
設

１
、
介
護
・
子
育
て
世
帯
の
場
合

　

給
与
収
入
が
８
５
０
万
円
を

超
え
、次
の
（
ア
）
か
ら
（
ウ
）

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
給
与
所
得
か
ら
次
の
算

式
で
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し

ま
す
。

所
得
金
額
調
整
控
除
＝（
給
与

な
ど
の
収
入
金
額
（
上
限
１
，

０
０
０
万
円
）−

８
５
０
万
円
）

×
10
％

（
ア
）納
税
者
本
人
が
特
別
障
が

い
者

（
イ
）23
歳
未
満
の
扶
養
親
族
を

有
す
る

（
ウ
）特
別
障
が
い
者
で
あ
る
同

一
生
計
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

親
族
を
有
す
る

２
、
給
与
所
得
と
公
的
年
金
等
に
係

る
雑
所
得
の
両
方
が
あ
る
場
合

　

給
与
所
得
と
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
が
あ
り
、
そ
れ
ら

の
合
計
額
が
10
万
円
を
超
え
る

場
合
は
、
給
与
所
得
か
ら
次
の

算
式
で
計
算
し
た
金
額
を
控
除

し
ま
す
。

所
得
金
額
調
整
控
除
＝（
給
与

所
得
金
額（
上
限
10
万
円
）＋
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
金
額

（
上
限
10
万
円
））−

10
万
円

【
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控
除
か
ら
基
礎
控
除
へ
の
振
替
】
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【
ひ
と
り
親
控
除
の
創
設
お
よ
び

寡
婦
（
夫
）
控
除
の
改
正
】

１
、
婚
姻
歴
の
有
無
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
計
を
同

じ
に
す
る
子
（
総
所
得
金
額
48
万
円
以
下
）
を
有
す

る
単
身
者
で
、
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以
下

の
者
に
つ
い
て「
ひ
と
り
親
控
除
」を
適
用
し
ま
す
。

２
、
ひ
と
り
親
に
該
当
し
な
い
寡
婦
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
寡
婦
控
除
を
適
用
し
、
所
得
要
件
に
所
得
制
限

（
合
計
所
得
５
０
０
万
円
以
下
）が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
ひ
と
り
親
・
寡
婦
（
夫
）
控
除
額

本
人
が
女
性

配偶関係 死別 離別 未婚のひとり親

本人所得 500万円以下 500万円超 500万円以下 500万円超 500万円以下

扶養
親族

有
子 30万円 26万円→0 30万円 26万円→0 0→30万円

子以外 26万円 26万円→0 26万円 26万円→0 −

無 26万円 − − − −

本
人
が
男
性

配偶関係 死別 離別 未婚のひとり親

本人所得 500万円以下 500万円超 500万円以下 500万円超 500万円以下

扶養
親族

有
子 26万円→30万円 − 26万円→30万円 − 0→30万円

子以外 − − − − −

無 − − − − −

＊控除額は住民税の控除額です。所得税の控除額とは異なります。
＊住民票の続柄に「夫（未届）」「妻（未届）」（事実婚関係）と記載がある場
　合は対象になりません。

【
住
民
税
非
課
税
基
準
・
扶
養
控
除
等
の

所
得
要
件
の
見
直
し
】

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す
る

税
務
上
の
取
扱
に
つ
い
て
】

　

給
与
所
得
控
除
、
公
的
年
金
等
控
除
か
ら
基
礎
控
除

の
振
替
に
よ
り
、
扶
養
親
族
等
の
合
計
所
得
要
件
な
ど

も
見
直
さ
れ
ま
す
。

控除等要件 改正後

同一生計配偶者(*1)および扶養親族の合計所得金額 48万円以下

配偶者特別控除に係る配偶者の合計所得金額 48万円超133万円以下

勤労学生控除の本人の合計所得金額 75万円以下

障がい者・未成年者・ひとり親・寡婦（夫）に対す
る非課税措置の合計所得金額 135万円以下

住民税均等割非課税限度額の合計所得金額 28万円×（同一生計配偶者＋扶養親族数＋1）
＋10万円＋16.8万円（*2）

住民税所得割非課税限度額の合計所得金額 35万円×（同一生計配偶者＋扶養親族数＋1）
＋10万円＋32万円（*2）

家内労働者特例（必要経費の最低保証額） 55万円

＊１：均等割、所得割非課税要件の同一生計配偶者に、配偶者特別控除対象者は含みません。
＊２：16.8万円と32万円は扶養者がいる場合のみ加算します。

■
個
人
に
対
し
て
国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
助
成
金
が
支

　
給
さ
れ
た
場
合
の
取
扱
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
て
、国
や
地
方

公
共
団
体
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
、助
成
金
、協
力
金
（
以
下
「
給

付
金
等
」）に
つ
い
て
は
、所
得
税
法
な
ど
の
法
令
上
、そ
の
支
援
の

対
象
者
や
目
的
な
ど
に
よ
り
次
の
よ
う
に
課
税
対
象
と
な
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

●
課
税
対
象
と
な
る
給
付
金
等
・
・
持
続
化
給
付
金
、農
林
漁
業
者

へ
の
経
営
継
続
補
助
金
、雇
用
調
整
助
成
金
な
ど

※
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
な
ど
、
村
か
ら
支
給
さ
れ

た
給
付
金
も
課
税
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
非
課
税
と
な
る
給
付
金
等
・・
特
別
定
額
給
付
金
（
1
人
10
万
円
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
い
中
止
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

　
チ
ケ
ッ
ト
払
い
戻
し
を
受
け
な
い
場
合
の
寄
附
金
控
除

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
国
の
自
粛
要
請
を
受

け
て
中
止
さ
れ
た
文
化
・
芸
術
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
、チ
ケ
ッ
ト
の
払
い
戻
し
を
受
け
な
い
方
は
、そ
の
金
額
分
を「
寄

附
」
と
み
な
し
、
寄
附
金
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
イ
ベ
ン
ト
は
主
催
者
が
文
化
庁
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
指
定
を

受
け
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。対
象
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

文
化
庁
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
主
催
者
に
払
い
戻

し
を
受
け
な
い
意
思
を
連
絡
し
、「
指
定
行
事
証
明
書
」「
払
戻
請

求
権
放
棄
証
明
書
」
の
２
種
類
の
証
明
書
を
受
け
取
り
、
確
定
申

告
の
際
に
証
明
書
の
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
の
際
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
チ
ケ
ッ
ト
は

必
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
税
務
課
税
務
係　

内
線
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１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

子
ど
も
を

虐
待
か
ら
守
ろ
う

知
ら
せ
て
守
る

　
　子
ど
も
の
未
来

通話料無料
児童相談所

虐待対応ダイヤル

※一部のIP電話からはつながりません。

いち はや く

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
平
成
16
年
か
ら

毎
年
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
と
定
め
、
児
童
虐
待
に
対
す

る
社
会
的
関
心
の
喚
起
を
図
る
た

め
、啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
児
童
相
談
所
へ
の
児
童

虐
待
の
相
談
件
数
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
子
ど
も
の
命
が
失

わ
れ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
の
近
く
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し

て
い
る
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
か
？

「
何
か
変
だ
な
」「
お
か
し
い
な
」

と
思
わ
れ
た
ら
些
細
な
こ
と
で
も
保

健
福
祉
課
、
ま
た
は
地
域
の
民
生
委

員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
へ
の
体
罰
禁
止

　

令
和
元
年
６
月
の
児
童
福
祉
法
等

の
改
正
に
お
い
て
、
子
ど
も
へ
の
体

罰
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
法
定
化
さ
れ
、
令
和
２
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
体
罰

や
暴
言
を
し
て
は
い
け
な
い
の
か
。

体
罰
な
ど
が
子
ど
も
の
成
長
・
発
達

に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
科
学

的
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

「
し
つ
け
」
と
称
し
た
暴
力
な
ど
も

含
め
、
体
罰
な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
る

と
、
心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
児
童
虐
待
と
は

［
身
体
的
虐
待
］

　

殴
る
蹴
る
な
ど
傷
を
負
わ
せ
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
を
激
し

く
揺
さ
ぶ
る
こ
と
な
ど
。

※
乳
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
（
Ｓ
Ｂ

Ｓ
）
…
概
ね
生
後
６
か
月
以
内
の

新
生
児
や
乳
児
の
体
を
過
度
に
揺

す
る
こ
と
で
発
生
す
る
内
出
血
な

ど
の
外
傷
。
見
た
目
に
は
分
か
り

に
く
い
で
す
が
、
脳
に
損
傷
を
受

け
重
度
の
障
害
や
命
を
落
と
す
危

険
も
あ
り
ま
す
。

［
ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放
棄
）］

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
自
動
車
内
に

放
置
す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ

ど
く
不
潔
な
状
態
が
続
く
な
ど
。

［
心
理
的
虐
待
］

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
兄
弟
姉
妹
間

で
の
差
別
的
扱
い
、
無
視
、
子
ど
も

の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を

ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
。

［
性
的
虐
待
］

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
子
ど
も

に
性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
テ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
。

●
子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

　

気
づ
い
て
！

・
表
情
が
乏
し
く
お
ど
お
ど
し
て
い

る
・
衣
類
が
常
に
汚
れ
て
い
る
（
遊
び

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
）

・
不
自
然
な
け
が
の
あ
と
が
あ
っ
た

り
、
頻
繁
に
け
が
を
す
る

・
親
（
家
族
）
を
避
け
よ
う
と
し
て

い
る
な
ど

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
苦
し
い
思

い
を
し
て
子
育
て
を
し
て
い
る
場

合
、
気
づ
か
ず
に
児
童
虐
待
を
行
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
、「
子
育
て
が
辛
そ
う
だ
な
」「
子

ど
も
の
様
子
が
お
か
し
い
、
虐
待
か

も
」
と
気
づ
い
た
ら
迷
わ
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
者
の
身
元
は
決
し

て
明
か
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
査

し
た
結
果
、
虐
待
で
な
か
っ
た
場
合

も
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

相
談
は
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
支

援
す
る
た
め
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち

を
地
域
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
先

▼
１
８
９
（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り

ま
す
。
中
川
村
の
場
合
は
飯
田
児
童

相
談
所
で
す
。

　

飯
田
児
童
相
談
所TEL 

25
―
８
３
０
０

　

小
学
校
や
保
育
園
な
ど
の
時
間
外

の
子
ど
も
の
居
場
所
や
保
護
者
の
外

出
、
急
病
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一
時

的
に
子
ど
も
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず

困
っ
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

子
ど
も
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難

に
な
っ
た
場
合
に
子
ど
も
を
預
か
る

子
育
て
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

  

子
育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

　

村
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
児
童
が

利
用
で
き
ま
す
。
実
施
施
設
は
、
た

か
ず
や
の
里（
伊
那
市
）、慈
恵
園（
豊

丘
村
）、
風
越
寮
・
風
越
乳
児
院
（
飯

田
市
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▽
短
期
入
所
生
活
援
助
事
業

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
）

▽
夜
間
養
護
等
事
業

（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業
）

　

利
用
に
は
事
前
に
申
請
が
必
要
と

と
な
り
ま
す
。
利
用
、
料
金
に
つ
い

て
は
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
　  

　

育
児
を
受
け
た
い
方
（
利
用
会

員
）
と
育
児
を
援
助
し
た
い
方
（
協

力
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
会
員
同

士
が
助
け
合
う
事
業
で
す
。

　

利
用
会
員
は
村
内
在
住
で
小
学
校

６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
。

　

協
力
会
員
は
援
助
活
動
に
熱
意
を

持
つ
心
身
と
も
に
健
康
な
満
20
歳
以

上
の
方
で
す
。

▼
利
用
料
金
（
１
時
間
あ
た
り
）

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
30
分

  �

７
０
０
円

  　

右
記
以
外�

８
０
０
円

　
（
一
時
保
育
補
助
が
あ
り
ま
す
。）

　

登
録
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
務
局
（
つ
ど
い
の
広
場
バ

ン
ビ
ー
ニ
内　

TEL 

88
―
３
２
０
１
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
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「
税
に
つ
い
て
の
書
道
」

●
上
伊
那
租
税
教
育

　
　
推
進
連
絡
協
議
会
長
賞

　

中
川
東
小
学
校　

　
　

４
年　

伊
藤　

美み
ほ
ろ幌　

さ
ん

税
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
「
書
道
」
コ
ン
ク
ー
ル

　

村
で
は
、次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒

の
み
な
さ
ん
に
、税
の
意
義
や
役
割
を

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

小
・
中
学
校
で
「
租
税
教
育
」を
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、小
学

生
高
学
年
を
対
象
と
し
た
「
税
に
つ

い
て
の
書
道
作
品
」を
募
集
し
、今
年

度
は
１
０
８
作
品
と
多
く
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
に
つ
い

て
は
、「
税
を
考
え
る
週
間
」に
合
わ
せ

て
、11
月
11
日（
水
）か
ら
17
日（
火
）ま

で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
オ

情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
へ
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

作
品
の
入
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　

中
川
西
小
学
校　

　
　

５
年　

宮
下　

優ゆ
う
き希　

さ
ん

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
42

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
中
川
村
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
農
村
風
景
や

人
々
の
営
み
が
息
づ
く
生
活
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
村
で
は
、
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
推
薦
に
よ

り
、
村
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
“
美
し
い
村
な

か
が
わ
36
景
”
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
身
近
に
あ
る
た
め
気
付
か
な
か
っ
た
隠
れ
た
名
所
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。み
な
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
川
村
の
魅
力
再
発
見
！

19

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
桑
原

地
区
に
あ
る
「
望
湖
偲
故
郷
の
石

碑
」
か
ら
眺
め
る
小
渋
湖
の
風
景

で
す
。

　

小
渋
湖
は
昭
和
44
年
に
完
成
し

た
小
渋
ダ
ム
の
貯
水
池
で
す
。
ダ

ム
の
完
成
に
あ
た
っ
て
は
、
三
六

災
害
お
よ
び
ダ
ム
建
設
に
伴
う
水

没
に
よ
っ
て
桑
原
地
区
か
ら
多
数

の
方
が
移
住
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭

に
記
載
し
た
石
碑
に
は
、
当
時
移

住
さ
れ
た
方
の
名
前
が
刻
ま
れ
て

お
り
、
湖
底
に
沈
ん
だ
故
郷
に
想

い
を
馳
せ
な
が
ら
眺
め
る
小
渋
湖

の
景
観
が
郷
愁
を
誘
い
ま
す
。

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

Point 

郷
愁
を
感
じ
る
風
景

望
湖
偲
故
郷
の
石
碑
か
ら

望
む
小
渋
湖（
桑
原
）

●四徳発電所

至大鹿村

小渋湖

●P

●P

210

小渋ダム

　

今
年
８
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
元
南
向
診
療

所
長
の
加
藤
尚
志
さ
ん
（
中
組
）
が
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
従
六
位
に
叙
さ
れ
、
10
月
30

日
に
宮
下
村
長
か
ら
賞
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
南
向
診
療
所

を
開
設
し
約
50
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
き
め

細
か
な
診
療
で
村
の
地
域
医
療
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
か
ら
統
合
前
の
中
川
東
中
学
校

を
は
じ
め
、
統
合
後
の
中
川
中
学
校
の
学
校

医
、
保
健
管
理
医
を
平
成
28
年
ま
で
務
め
ら

れ
、
昭
和
59
年
か
ら
は
中
川
西
小
学
校
、中

川
東
小
学
校
で
通
算
41
年
間
、児
童
生
徒
の

総
合
的
な
健
康
管
理
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
保
健
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、今
回
の
叙
位
と
な
り
ま
し
た
。

元
学
校
医

元
医
療
法
人
日
聖
会
南
向
診
療
所
長 

従
六
位
を

叙
位

故 
加

藤

尚

志 

さ
ん



基礎疾患ごとにみた新型コロナウイルス感染症の致死率
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高血圧 糖尿病 心血管疾患

JAMA. 2020 Feb 24. doi: 10.1001/Jama.2020.2648.
慢性呼吸器疾患 がん 持病なし

中国での新型コロナウイルス感染症患者
44672人の患者データより
全体の致死率：2.3％

6％ 7.3％ 6.3％ 5.6％

0.9％

10.5％
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保健センター　TEL88-3002

今こそ生活習慣病の
コントロールを！

　2020年は、年明けから「新型コロナウイルス感染症」の話題が世界中を駆け巡り、どうやら長期
戦になりそうです。これからは、インフルエンザも流行の季節です。だれもが感染症にかかる可能性
がありますので、なるべく重症化を防ぎたいものです。

＊重症化を防ぐためにそれぞれができる取り組みを・・
　上記のデータから、新型コロナウイルス感染症は、基礎疾患があると重症化しやすいことがわか
ります。まず、特定健診などの結果から自分の【血圧・血糖値・心電図の所見】を確認しておきましょう。

《血圧120以上・80以上だったら・・》
　家庭血圧（起床後トイレに行ったあと測定・夜寝る前に測定）を継続して測定し、必ず主治医に
診てもらいましょう。治療が必要な場合は家庭血圧測定を継続し、定期的に医療機関を受診してい
きましょう。

《血糖値HbA1C6.5以上・空腹時血糖126以上だったら・・》
　血の中に糖がたくさんあると、免疫機能を担う白血球などに糖がくっついて白血球の働きが落ち、
感染症にかかりやすく、また重症化しやすくなります。必ず定期的に受診をして血糖値を確認し、合
併症予防のためにも食事・運動（必要な方は服薬など）を基本に血糖コントロールをしていきましょう。

《心電図検査で検査が必要といわれたら・・》
　心臓は肺から酸素を取り込み、血液循環によって体中に酸素を供給しています。心臓が弱ってい
たり動脈硬化で血管が狭くなっていると、ポンプ機能が低下し酸素運搬能力が落ちます。肺炎で酸
素がうまく取り込めないと体中の細胞が酸素不足となり、重症化しやすくなります。※再検査が必
要といわれた方は必ず受診して心臓の状態を確認しておきましょう。

《基礎疾患をもっていたら・・》
　高血圧や高血糖は、放置すると血管の内側の壁（内皮）を傷つけ心血管疾患を引き起す主要因と
なります。このようなときこそ、きちんと定期受診をしてコントロールをよく行うことが大事です。
また、かかりつけ医に発熱など体調不良時にどうすればよいか事前に相談しておきましょう。
　普段の生活では、「手洗い・３密を避ける・適切なマスクの着用」という基本を遂行していくこと
が大切です。
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10
月
４
日（
日
）の
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
村

で
は
役
場
前
で
連
合
旗
の
掲
揚
を
行
っ
た
ほ
か
、「
な
か
が
わ
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
デ
ー
」
と
し
て
、
村
全
体
で
景
観
や
環
境
を
保
全
す
る
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合

長
野
県
会
議
・
関
東
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
　催

〜「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」の
日
〜

な
か
が
わ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー
を
実
施
し
ま
し
た

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
長
野

県
お
よ
び
関
東
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
町

村
・
地
域
で
構
成
さ
れ
る
会
議
が
、

９
月
30
日（
水
）に
中
川
村
で
開
催
さ

れ
、
18
町
村
・
地
域
か
ら
43
人
（
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
含
む
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
今
後
の
実
施

事
業
や
令
和
３
年
度
の
計
画
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
ほ
か
、
一
同
に
集

ま
る
機
会
の
少
な
い
中
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
情
報
交
換
を
行
う
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
連
合
総
会
に
つ
い

て
は
関
東
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
を
会
場
に

開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の

会
議
で
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
関
東
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
中
川
村
を
開
催

地
と
す
る
よ
う
連
合
理
事
会
に
諮
る

こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
16
日（
金
）に
開
催
さ

れ
た
連
合
理
事
会
に
お
い
て
、
令
和

３
年
度
連
合
総
会
を
中
川
村
を
中
心

に
開
催
す
る
こ
と
が
関
東
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
理
事
で
あ
る
宮
下
村
長
か
ら

報
告
さ
れ
、
連
合
と
し
て
正
式
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

連
合
総
会
の
開
催
地
が

　
　
　
　
中
川
村
に
決
定会議終了後には村内の西原ぶどう園、

米澤酒造㈱を視察

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を

　
　
景
観
色
に
塗
り
替
え

　

村
内
外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

20
人
が
参
加
し
、
村
道
沖
田
牧
ヶ
原

線
の
下
平
交
差
点
か
ら
東
小
学
校
下

交
差
点
ま
で
の
歩
道
に
設
置
さ
れ
て

い
る
白
色
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
約
１
２
０

メ
ー
ト
ル
を
、
景
観
に
配
慮
し
た
焦

茶
色
へ
塗
り
替
え
ま
し
た
。

　

作
業
を
始
め
て
間
も
な
く
弱
い
雨

が
降
り
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
素
早
く
丁
寧

に
塗
り
進
め
、
無
事
に
作
業
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
長
野
県
会
議
で
今

年
度
作
成
し
た
連
合
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

入
っ
た
マ
ス
ク
を
参
加
者
の
方
に
配

布
し
ま
し
た
。

村
内
各
地
区
に
よ
る

　景
観
美
化
活
動
の
実
施

　

10
月
４
日
の
前
後
に
は
２
３
０
人

以
上
が
参
加
し
、
各
地
区
で
草
刈
り

や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
以
外
に
も
、
村
内
各
地
で

住
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
地
道
な
活

動
に
よ
り
、
景
観
や
環
境
を
保
全
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
の
営
み
を
将
来
に
引
き
継
い
で

い
け
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
し
た
活

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

配布した連合ロゴマーク入りマスク
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10月20日（火）　歯科衛生士さんのお話
　８組19人が参加。「お口を使う遊びの効果」について歯科
衛生士の塩澤志麻さんからお話を聞きました。絵本を読んで
もらったあと、親子で口を使うおもちゃを２つ作って楽しみ
ました。

vol.109

今月は片桐保育園
「いちご組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分
【閉 所 日】　毎週水曜日

お知らせ （バンビーニの１２月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：12月７日（月）　午前10時〜午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・おしゃべり会「赤ちゃん集まれ！」　予約制
　日時：12月８日（火）　午後２時〜
・公園であそぼう！〈チャオ裏　遊具のある公園〉
　日時：12月17日（木）　午前10時30分〜11時30分
　＊雨天・荒天の場合は18日（金）に延期します。
※急遽変更になるかもしれませんので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

消防自動車かっこよかったよ！

いちご組（未満児）
男の子６人　女の子４人　合計10人

元気いっぱいな
いちご組ちゃんたちです。

よろしくね♥

vol.110

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201
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地域おこし協力隊活動記 vol.77 …それぞれの活動から…

　

７
月
ま
で
は
自
粛
ム
ー
ド
で
道
の
駅
や
観
光

地
は
静
か
な
状
況
で
し
た
が
、
９
月
に
入
る
と

車
を
止
め
る
場
所
も
な
い
状
況
へ
と
様
変
わ
り

し
、
一
気
に
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
伊
那
市
み
は
ら
し
フ
ァ
ー
ム
で
行

わ
れ
た
フ
ル
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
に
出
店
し
、
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。

　

お
客
様
が
来
ら
れ
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
当
日
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
来
場
さ

れ
フ
ル
ー
ツ
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
子
ど
も
用
の
イ
ベ
ン
ト
や
露
店
も
盛
り

上
が
り
、
親
御
さ
ん
た
ち
か
ら
は
、
や
っ
と
楽

し
い
思
い
出
を
作
っ
て
あ
げ
ら
れ
た
と
言
っ
て

こ
ら
れ
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
消
費
者
に
と
っ
て

も
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
収
穫
の
秋
は
続
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
中
で
す
が
、
農
家
の
み
な
さ
ん
の
た
め

に
な
る
よ
う
に
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
に
日
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
り
ん
ご

も
残
す
と
こ
ろ
ほ
ぼ
ふ
じ
と
な
り
、
収
穫
も
終

わ
り
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
霜
で
中
心
花
が
や
ら
れ
た
り
、
晴

れ
続
き
で
水
の
心
配
を
し
た
と
思
っ
た
ら
そ
の

後
長
雨
で
消
毒
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
か
っ
た
り

と
、
な
か
な
か
極
端
な
一
年
で
し
た
。

　

自
分
の
担
当
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
り
ん
ご
は

と
言
う
と
、
あ
ま
り
上
手
く
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
写
真
の
よ
う
な
大
き
な
裂
果
が
多
く
見

受
け
ら
れ
、
ま
た
実
の
数
も
少
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

元
々
裂
果
が
起
き
や
す
い
気
候
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
せ
ん
定
や
摘
果
を
や
り
す
ぎ
、
樹
勢

を
強
く
し
す
ぎ
た
こ
と
が
主
た
る
原
因
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
「
摘
果
は
や
り
す
ぎ
る
く
ら
い
で
ち
ょ
う
ど

い
い
」
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
こ
と
ば
通
り
に

し
ま
し
た
ら
見
事
に
や
り
す
ぎ
ま
し
た
。

　

反
省
は
来
年
に
活
か
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　

加
工
施
設
の
パ
ン
菓
子
加
工
室
を
活
用
し
て

い
く
た
め
に
、
機
材
の
移
設
や
調
理
道
具
備
品

の
購
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
パ
ン
製
造

に
特
化
し
た
設
備
に
な
っ
て
い
て
、
使
い
勝
手

を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
役
場
職
員
の
方
と
打

ち
合
せ
を
行
い
な
が
ら
施
設
面
の
環
境
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

店
舗
の
オ
ー
プ
ン
は
す
ぐ
に
と
は
い
き
ま
せ

ん
が
、構
想
は
着
々
と
練
っ
て
い
ま
す
の
で
、急

が
ず
待
っ
て
い
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
今
回
の
広
報
と
一
緒
に
お
手
元
に
届

く
「
ケ
ー
キ
屋
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

本
格
的
な
オ
ー
プ
ン
は
来
春
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、製
造
準
備
が
整
い
次
第
、つ
ば
め
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
出
店
も
予
定
し
て
い

る
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
産
業
振
興
課
で
交
流
セ
ン
タ
ー
係
が
発

足
し
、
チ
ャ

オ
周
辺
の
活

性
化
な
ど
も

計
画
さ
れ
て

い
る
と
い
う

話
も
あ
る
の

で
、
そ
こ
も

視
野
に
入
れ

な
が
ら
今

後
、
活
動
し

て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

松  

村  

和  

明

谷  

本  

和  

幸

渋  

谷  

直  

樹

渋谷 直樹
（隊員歴２年目）

 主な業務 　農産
物の販路拡大、農
業観光の振興など

松村 和明
（隊員歴２年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など

谷本 和幸
（隊員歴１年目）

 主な業務 　
つくっチャオ、パ
ティシエ
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　　１２月の星空★天体情報

★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★

銀河ドームから

★12月にみえる惑星・衛星　　　月　ベテルギウス　シリウス　フォーマルハウト
　　　　　　　　　　　カペラ　オリオン大星雲　アンドロメダ大星雲

～トラクター編～
　トラクターには安全装置
が取り付けられています
が、使い方を誤ると思わぬ
事故につながります。
　安全装置の使い方につい
て、見直しをしましょう。

１ カーブや傾斜の運転は気をつけましょう
　道路上など高速で走行している時にブレー
キを片側だけ踏んでしまうと、急旋回を引き
起して衝突や転倒、転落の原因となり大変危
険です。作業時以外は左右のブレーキを確実
に連結しましょう。また、ほ場へ進入する時
には、必ず乗り入れ口を使いましょう。整備
されていない傾斜などから進入しようとする

農作業機械の事故を防ぎましょう

～地域みんなで進めよう　農作業安全～

と、バランスを崩し大きな事故につながり
ます。

２ 後進時の巻き込まれに注意しましょう
　歩行用トラクターでの事故の多くは、耕
うん部による巻き込みが原因です。特に、
誤作動でバックへ入れてしまい、近くで
作業をしていた人を耕うん部に巻き込むと
いった事故が多く発生しています。作動時
には、周囲に人がいないことを確認して、
落ち着いて作業をしましょう。

　日が暮れるのが早くなりましたので、日没
後の作業はできるだけ避け、余裕をもった作
業を心がけましょう。

中川村営農センター（産業振興課農政係）　内線34

天体あれこれ　「日本にひとつだけのクレーター」
　「クレーター」と言うと隕石が衝突してできた穴で、月を思い起こす方が多いかと思います。実は地
球にも数多く存在し、特に有名なのはアメリカのアリゾナ州にある「バリンジャー・クレーター」です。
このクレーターは約５万年前に直径30～50メートルの隕石が衝突したもので、なんと直径1,200メート
ル、深さ200メートルもある巨大なクレーターなのです。しかし地球上にあるクレーターは風や雨ある
いは地殻変動といったものでだんだんと風化して無くなってしまいます。
　そして、このクレーターは日本にも１つだけありますよ！それも伊那谷に！場所は飯田市上村の
御
おいけやま

池山なのですが、しらびそ高原をさらに行ったところでとても山奥！なんでも飯田市の説明により
ますと２～３万年前に直径約45メートルの隕石が衝突し、できたクレーターの直径は900メートルも
の大きさだったそうです。先ほどのアメリカのクレーターよりも一回り小さいですが、でもなかなか
の大きさですよ。しかし、先ほども説明しましたが年月が経つと風化するもので現在は４割ほどしか
輪郭が残っていないようです。行っても「どこにあるの？」ってちょっと残念な感じになってしまい
ます。それでも日本で唯一のクレーターが近くで見られるので、ぜひ行って見てください。
　冬になり冷え込みが厳しくなってきました。天体観測される方は暖かい服装で風邪をひかないよう
にしてください。

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日　午後７時00分～９時00分　TEL 88ー4288
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肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
を行

い
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２

村
営
巡
回
バ
ス

「
無
料
乗
車
の
日
」
を

実
施
し
ま
す

総
務
課
総
務
係

内
線
12

　

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
村
営
巡

回
バ
ス
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
月
１
回
「
無
料
乗
車
の
日
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
12
月
の
実
施
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
実
施
日

　

12
月
18
日（
金
）

※
全
路
線
で
始
発
か
ら
最
終
便
ま
で

終
日
運
賃
無
料
で
す
。

　

巡
回
バ
ス
は
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
飯
島

駅
、
伊
那
大
島
駅
に
も
接
続
を
し
て

い
ま
す
。
電
車
で
お
出
か
け
の
際
は

巡
回
バ
ス
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

人
権
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44

　
「
社
会
的
弱
者
を
め
ぐ
る
人
権
～

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
ど
も
の
人

権
を
考
え
る
～
」
を
啓
発
活
動
テ
ー

マ
と
し
、
第
72
回
人
権
週
間
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
国
民
の
自
由
と
権
利
は
、

自
分
勝
手
な
都
合
や
権
利
の
主
張
で

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
力
で
人
権

を
守
り
育
て
、
お
互
い
の
幸
せ
を
求

め
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
週
間
中
、
身
近
な
こ
と

か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

▼
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

高
齢
者
・
子
ど
も
の
問
題
、
金
銭

ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど
の
人
権
に

関
す
る
問
題
で
心
配
ご
と
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

12
月
８
日（
火
）

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
会
場

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

▼
人
権
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
那
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
　

長
野
地
方
法
務
局
伊
那
支
局

TEL 

78
―
３
４
６
２

年
末
調
整
・
確
定
申
告
の

　
納
付
額
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
42

　

令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）中
に
納

め
た
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

領
収
書
の
紛
失
な
ど
で
、
１
年
間

の
納
付
額
が
わ
か
ら
な
い
場
合
に

は
、
役
場
担
当
窓
口
ま
た
は
電
話
に

て
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
電
話
で
の

お
問
い
合
わ
せ
の
場
合
、
折
り
返
し

ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

▼
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
42

▼
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

内
線
27

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

内
線
27

11
月
30
日
は
年
金
の
日
で
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将

来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ

ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
伊
那
年

金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.nenkin.go.jp/

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
那
年
金
事
務
所TEL 

76
―
２
３
０
１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
延
期
し
て
い
た
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ

検
診
を
行
い
ま
す
。

▼
日
程

　

12
月
７
日（
月
）～
９
日（
水
）

　

検
診
当
日
は
検
温
・
消
毒
、
マ
ス

ク
着
用
な
ど
感
染
対
策
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
郵
送
で
通
知
を

し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
か
が
わ
生
活
応
援
商
品
券

期
限
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

内
線
33

　
「
な
か
が
わ
生
活
応
援
商
品
券
」

の
使
用
期
限
は
令
和
３
年
１
月
10
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。
購
入
さ
れ
た
方

は
期
限
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
11
日
に
応
募
を
締
め

切
っ
た
追
加
販
売
は
当
選
者
へ
購
入

券
を
発
送
し
、
当
選
発
表
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
落
ち
込
ん
で
い
る
村
内
経
済
活

性
化
の
た
め
、
引
き
続
き
積
極
的
な

村
内
業
者
の
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。
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ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

栗
山　

壽
さ
ん　
　
　
（
中　

通
）

　
　
　
　
　
　
（
81
歳
）

　

西
村　

か
を
る
さ
ん　
（
中
田
島
）

　
　
　
　
　
　
（
94
歳
）

　

松
村　

ト
メ
子
さ
ん　
（
南
田
島
）

　
　
　
　
　
　
（
85
歳
）

　

寺
澤　

清
人
さ
ん　
　
（
小
和
田
）

　
　
　
　
　
　
（
71
歳
）

　

有
賀　

一
男
さ
ん　
　
（
葛　

北
）

　
　
　
　
　
　
（
88
歳
）

　

片
山　

準
さ
ん　
　
　
（
田　

島
）

　
　
　
　
　
　
（
89
歳
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

榑
澤　

壱い
つ
し
ん心
く
ん　
　
（
八
幡
平
）

（
卓
也
・
芙
美
佳
さ
ん
）

スマートフォンで停電などの情報が確認できます

お問い合わせ先
中部電力パワーグリッド㈱　TEL0120－985－232

中部電力パワーグリッドでは、「停電情報お知らせサービス」アプリを
運用しています。停電・復旧情報が配信され、一目で停電地域を確認
することができます。
※アプリのダウンロード（無料）は右のＱＲコードからアクセスしてください。

三
者
共
催
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

中
川
村
公
民
館

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

公
民
館
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る

三
者
共
催
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
小
学
生
が
栽
培
し
た

稲
わ
ら
が
大
相
撲
本
場
所
の
土
俵
に

な
る
ま
で
の
取
り
組
み
や
、
小
学
生

の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
商
品
化
さ
れ
た

「
笑わ

ら

つ
と
納
豆
作
り
キ
ッ
ト
」
の
実

例
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

12
月
５
日（
土
）

　

受
付
・
開
場　

午
前
９
時
30
分　

　

講
演　

午
前
10
時
～
11
時
40
分

▼
テ
ー
マ

　
「
地
域
に
は
宝
物
が
い
っ
ぱ
い
」　

　

 

～
稲
わ
ら
か
ら
始
ま
る

　
　
　

地
域
お
こ
し
と
人
づ
く
り
～

▼
講
師

　

㈱
未
来
い
い
じ
ま

　

わ
ら
細
工
職
人　

酒
井
裕
司
さ
ん

▼
会
場

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

中
川
西
小
学
校
（
事
務
局
）

TEL 

88
―
３
０
４
５

　

入
場
料
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
が
、
参
加

者
数
の
把
握
の
た
め
、
で
き
る
だ
け

事
前
申
込
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護

学
院
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

TEL 

72
―
２
８
５
６

　

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

で
は
、
次
の
と
お
り
来
年
度
の
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

　

40
人

▼
願
書
受
付

　

令
和
３
年
１
月
６
日（
水
）

～
１
月
29
日（
金
）

▼
入
学
試
験
日

　

令
和
３
年
２
月
６
日（
土
）

▼
試
験
科
目

　

国
語
・
数
学
・
面
接（
該
当
者
）

▼
受
験
料

　

１
０
，０
０
０
円

▼
資
料
請
求
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し

て
、
94
円
切
手
を
同
封
し
、
郵
便
に

て
請
求
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接
学

院
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
入
学
生
募
集

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

TEL 

０
２
６
６
―
58
―
２
３
３
２

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
約

９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま

す
。

　

テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

　

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
万
１
千
円（
入
学
金
は
別
）。
半
年

ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料

を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
、
半
年
だ
け
在

学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
言
え

る
学
習
セ
ン
タ
ー
・
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
資
料
請
求

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

TEL 

０
２
６
６
―
58
―
２
３
３
２

▼
出
願
期
間

　

第
１
回　

２
月
28
日（
日
）ま
で

　

第
２
回　

３
月
16
日（
火
）ま
で



10/19（月）　キャリア教育産学官交流会
むらのできごと

　上伊那地域の産学官の関係者でつくる「郷土愛プロジェクト」主催の
第７回キャリア教育産学官交流会が中川文化センターを主会場に行われ、
ビデオ会議アプリを使ったオンラインを含め、200人余りが参加しました。
　今年は「みんなで育てよう 地域の子ども 郷土愛」をテーマに、中川
西小学校と中川中学校の基調提案やグループごとの意見交換会を通し
て、「withコロナ時代のふるさとの未来づくりをどうしていくのか」を
軸に、キャリア教育や次世代育成のあり方について考えました。
　参加者からは、総合学習で実践する重要性を指摘する意見が多く出さ
れました。

10/19（月）　
長年の交通安全運動への功績が認め
られました

　駒ヶ根警察署で開催された交通安全功労者表彰式におい
て、寺平宗人さん（飯沼）が、（一財）全日本交通安全協会の交
通栄誉章緑十字銅賞を受賞しまし
た。
　伊南交通安全協会や同中川支会の
役員、県交通安全指導員など22年
間という長期にわたる交通安全活動
への功績が認められての表彰となり
ました。
　今後ますますの活躍が期待されま
す。

10/23（金）　
犯罪予防と少年非行防止活動が評価
されました

　駒ヶ根市地域交流センターで行われた令和２年度伊南防犯
連合会功労者表彰式において、長年の犯罪予防と少年非行防
止活動への取組みが評価され、伊南
防犯女性部中川地区（西垣内いづみ
部長）が、（公社）長野県防犯協会連
合会防犯功労団体表彰を受けまし
た。
　同部では、毎月の青色防犯パト
ロール活動や特殊詐欺被害防止活動
など積極的に取り組まれており、今
後ますますの活躍が期待されます。

11/２（月）
秘境駅オリジナルフレーム切手が贈呈され
ました

　中川郵便局から村にオリジナルフレーム切手が贈呈されました。
　このフレーム切手は飯田線急行「飯田線秘境駅号」の運行10周年
を記念したもので、開業100周年を迎える伊那田島駅が秘境駅とし
て掲載されました。
　「飯田線秘境駅号」は11月13日（金）～22日（日）にかけて週末に運
行され、伊那田島駅には13日（金）～15日（日）に停車しました。

11/６（金）～８（日）

文化を楽しむ秋

　第45回村の文化祭が、中川文化センター周辺施設を中心に開催されました。展示の部には、
時間をかけて作り込んだ作品の数々が出展され、期間中600人近くの来場者が訪れ、奥深く鑑賞
する姿が目にとまりました。ステージの部は、感染症対策のため無観客にて開催されましたが、
出演者の熱演がロビーまで伝わってきました。 
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⑪

再生紙を使用
しております

←緊急情報配信サービス
　携帯電話でアクセスを！

中川村の人口 【11月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,824人（－8）	 2,288人（－3）	 2,536人（－5）	  1,664世帯（－1）

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

へ未来 なかがわ vol.31
― 高校生活はどうですか？
　勉強がかなり難しくなりましたが、友だち
と協力し合いながら頑張っています！勉強以
外ではスポーツをして体を動かしています。

― 今頑張っていることは何ですか。
　野球部に入っているのですが、とても難し
くて大変です。できるようになると楽しいの
でこれからも野球を頑張ります！

― 中川村の好きなところは何ですか。
　自然が豊かで、動物もたくさんいてこの
17年間生きてきて中川村に飽きたことは１
度もありません！いつも違った風景が見られ
てとても楽しいです。

― 10年後どうなっていたいですか？
　しっかりいい仕事に就いて、しっかり自分
でお金を稼いでいきたいと思っています。そ
してものすごくかっこいい男になっていたい
です！

― 中川村の未来に一言お願いします！
　村で１番好きなところは、すれ違った人が
必ずあいさつをしてくれるところです！夜遅
い時間でも声をかけてくれるのでとても嬉し
いです。このあいさつをいつまでもずっと引
き継いでいって欲しいと思います！

　さわやかな秋空の下、11月４
日（水）に西小学校で、11日（水）
に東小学校で秋の恒例行事である
マラソン大会が開催されました。
コースは学年ごとに異なるおよそ
１～４キロメートルのコースで、
練習の成果を発揮できるよう精一
杯走りました。
　また、中学校でも11日（水）に
強歩大会が開催され、男子が南向
発電所までの12キロメートル、
女子が柏原集会所までの８キロ
メートルを走りました。時折苦し
そうな表情を見せながらも懸命に
走る生徒たちの姿に、応援に駆け
つけた地域の方々は「頑張れ！」
と声援を送っていました。

スポーツの秋！小中学生が村内を駆け抜けました

東小学校

●宮 島 勇
ゆう

 斗
と

 さん（沖町）
箕輪進修高等学校２年生（17歳）

東小学校

中学校 中学校


